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帰結に対して倫理的責任を問われうる。 
その上で、上記の芸術特有の三つの特徴がゆえに、芸術家は一般的な発話実践に比

べて倫理的責任を問える範囲が小さくなる。一般に、倫理的責任は、行為者における

行為の意図、帰結の予見、行為の動機などが主な要件となる。しかし、芸術では、そ

もそも手紙系の発話が多い公開的発話実践であり、大抵の場合不完全な準コミュニケ

ーションとなることを芸術家と鑑賞者が承知の上で発話実践に参加している。ゆえ

に、この発話実践において、少なくとも芸術家が意図しない意味を鑑賞者が受け取る

可能性があることを芸術家と鑑賞者はあらかじめ承知しているので、上記の要件のう

ち、帰結の予見については問えない。ゆえに、芸術家は自らの行動の倫理的側面を理

解した上で、自らの意志で行動する主体なので、倫理的責任を問える主体であるが、

鑑賞者が被った帰結をそもそも予見できる限界があるという点で、一般的な発話実践

と比べて倫理的責任の問える範囲は小さくなる。また一方で、鑑賞者も、芸術におけ

る発話実践のこれらの前提を承知しているので、いくら鑑賞者が捉えた可能意味が作

品の意味となるとしても、突拍子もない解釈を作品の意味と主張し芸術家の倫理的責

任を追及することはできない。 
このように、芸術家と鑑賞者が相互に意味確定の曖昧さを承知していることが、発

話実践における帰結の倫理的責任にも作用している。つまり、芸術の発話実践の特徴

によって、作品が意味することの帰結の予見はそもそも問えないため、通常の発話実

践に比べて、芸術家の倫理的責任は小さくなる可能性がある。また同時に、鑑賞者も

自分が捉えた意味内容についてなんでも芸術家に対して倫理的責任を求めることがで

きるわけではない。 
(本文 4139 字) 
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